
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志木市立志木第二中学校図書館だより 2024年 3月号 
学校図書員 弘光

ひろみつ

しのぶ 

 ３年生の皆さんご卒業おめでとうございます。 

調べ学習の本やワゴンを快く運んでくれる学年でしたね。とても助かりました。昼休み時間の図書館内では

ボードゲームの使い方や片付け方の 1・2 年生のお手本となってくれました。また図書委員は、様々な読書

推進企画を自分たちで計画し、運営して貸出冊数を飛躍的に伸ばしてくれました。 

 皆さんの人生の選択肢を広げるきっかけになるような本を学校司書として選ぶようにしていましたが、少

しはお役に立ったでしょうか。 

新着本１４冊の紹介（3/13頃から貸出し予定） 

『変な家』    『変な家 ２ ～11の間取り図～』     『リカバリー・カバヒコ』  

『成瀬は信じた道をいく』     『黄色い家 ―SISTERS  IN YELLOW―』 

『ぎんなみ商店街の事件簿 BROTHER編』    『ぎんなみ商店街の事件簿 SISTER編』 

『名場面でわかる刺さる小説の技術』     『めざせ！ 持続可能な農林水産業 １』 

『パンダを飼ったらいくらかかる？ ―妄想お金ガイドー』   

『推しの素晴らしさを語りたいのに「やばい！」しかでてこない ―自分の言葉でつくるオタク文章術―』 

『ギフテッドの光と影 ―知能が高すぎて生きづらい人たち』 

『生きづらさを「らしさ」に変える本 

 ―マンガ＆イラスト解説― ギフテッド応援ブック』 

『世にもあいまいなことばの秘密』 

図書ボランティアの皆さん、ホンデリングや図書館内作業のお手伝いをありがとうございました。 

ホンデリングは、今年度は各クラスに３回ずつ、延べ３６冊の本を読んでもらいました。 

選書し、読み合わせもし、準備にかなりのお時間を要したと思います。本当にありがとうございました。 

様々な本を読んでもらい、生徒たちは楽しい時間を過ごしたと思います。ホンデリングがきっかけで 

本を借りた生徒もいます。今後もいろいろなご支援をよろしくお願いいたします。 


